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Ⅳ．資 料 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「障がい学生の大学進学に関する基本アンケート」 

 

・ 「同志社大学における講義保障体験（授業体験）の申し出について（ご案内）」 

 

・ 「ＤＶＤ『Ｄｏ！ ＣＡＲＥ』」（約 15分） 

 

・ 「障がい学生支援制度（案内パンフレット）」 



 21 

2008 年 11 月 同志社大学 

 

障がい学生の大学進学に関する基本アンケート 

 

回答締切り １２月１０日（水） 

 

学校名            国立・公立・私立 

学校種別 高等学校・特別支援学校（聾学校を含む）・予備校 

主となる所在地            府・県 

回答者氏名  職位  

TEL        －     － 

FAX        －     － 

 

連絡先 

E-mail           ＠ 

 

■ご記入にあたってのお願い 

・Ｑ３を除いて、貴校における障害のある生徒の受入れ経験の有無に関わらず（「無し」の場合、

受け入れたことを想定して）お答えくだされば幸いです。 

 

＜貴校に関するお尋ね＞ 

Ｑ１ 過去に、聴覚・言語障害、視覚障害、肢体不自由、病弱・虚弱（内部障害）のある生徒が

在籍したことはありますか？（該当する数字に○をつけてください。以下同じ） 

１．はい  ２．いいえ 

 

Ｑ２ 現在、聴覚・言語障害、視覚障害、肢体不自由、病弱・虚弱のある生徒が在籍しています

か？ 

１．はい  ２．いいえ 

      ↓ 

    １．の場合、何名が在籍していますか。 

       聴覚・言語障害（    ）名   重複（    ）名  

視覚障害   （    ）名   ＊左記障害の重複ケースで、種別は問いません 

肢体不自由  （    ）名 

病弱・虚弱  （    ）名 

 

Ｑ３ 障害のある生徒に対する支援の現状は、どのようなものです（でした）か？ 障害種別毎

にご記入ください。（該当する数字すべてに○をつけてください。以下同じ） 

【聴覚・言語障害】 

１．授業ノートの提供  ２．教員が授業内容の資料を工夫 

３．要約筆記等補助者の配置  ４．手話通訳   

５．ビデオは字幕付のものを使用   

  ６．その他（                              ） 
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【視覚障害】 

１．移動介助  ２．拡大コピー  ３．授業ノートの提供 

４．代読  ５．紙媒体情報をデータにして音声化  ６．点訳 

  ７．施設の配慮（点字ブロックの敷設など） 

８．その他（                              ） 

 

【肢体不自由】 

１．車椅子介助  ２．授業ノートの提供  ３．トイレ介助  ４．食事介助 

  ５．施設の配慮（身体障害者用トイレの設置など） 

６．その他（                              ） 

 

【病弱・虚弱】 

１．移動介助  ２．授業途中の退室の配慮 

  ３．その他（                              ） 

 

Ｑ４ 近年、障害のある生徒の、大学への進学意欲の向上をお感じになりますか？ 

１．はい  ２．いいえ  ３．わからない 

     
＜障害のある生徒の大学進学にあたってのお尋ね＞ 

Ｑ５ 生徒を大学に進学させるにあたっての不安はどのようなものですか？ 障害種別毎に不安

の大きな順に最大３つまで、１，２，３とご記入ください。 

 

 聴覚･言語障害 視覚障害 肢体不自由 病弱･虚弱 

受験時の条件や配慮の内容     

入学後の支援体制の有無     

授業時の配慮     

施設のバリアフリー状況     

宿舎の確保     

就職支援     

その他（        ）     

 

＜大学全般における障がい学生支援に関するお尋ね＞ 

Ｑ６ 進学を希望する大学の障がい学生支援に関する情報は、どのように入手していますか？ 

１．大学発行の広報誌  ２．大学のホームページ  ３．『大学案内障害者版』※ 

    ４．その他（                 ） 

※全国障害学生支援センターから発行されている書籍（ホームページもある）で、各大学

の障がい学生受入れ状況が記載されている。 
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Ｑ７ 大学によっては、障がい学生支援室を設けるなどして、そこに専任の障がい学生支援コー

ディネータを配置している場合がありますが、これまでご存知でしたか？ 

１．はい  ２．いいえ 

 

Ｑ８ 大学によっては、障がい学生支援制度に関する案内パンフレットを作成している場合があ

りますが、これまでご存知でしたか？ 

１．はい  ２．いいえ  

 

＜同志社大学における障がい学生支援に関するお尋ね＞ 

Ｑ９ 本学に進学を希望する障がい学生支援に関する情報は、どのように入手していますか？ 

１．大学発行の広報誌  ２．本学ホームページ   

３．『大学案内障害者版』（Ｑ６参照）  ４．本学障がい学生支援室発行の案内パンフ

レット  ５．その他（                          ） 

 

Ｑ１０ 本学では、学生支援センター内に障がい学生支援室を設け、また専任の障がい学生支援

コーディネータを配置していますが、これまでご存知でしたか？ 

１．はい  ２．いいえ 

 

Ｑ１１ 今回の調査に際し、本学の「障がい学生支援制度」に関するパンフレットを同封しまし

たが、それをご覧になった感想がありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１２ 今回の調査に際し、本学に在籍する障がい学生の学生生活と支援の概要を収めた DVD

を同封しましたが、それをご覧になった感想がありましたらご記入ください。 
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Ｑ１３ その他、本学の障がい学生支援に関するご要望があれば、ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１４ 今回の取組みでは、同封別紙にご案内しましたように、聴覚に障害のある生徒、その父

母、進路指導者等学校関係者を対象（重複参加可）に、実際に本学における基礎・教養科

目の授業に陪席いただき、授業保障の実際を体験いただく機会を設けることにしましたが、

ご関心がおありでしょうか？ 

１．はい  ２．いいえ 

 

＜その他、関連するお尋ね＞ 

Ｑ１５ 独立行政法人「日本学生支援機構」（JASSO）に特別支援課が設けられ、大学等における

障がい学生修学支援に関する情報を提供されていますが、ご存知でしたか？ 

http://www.jasso.go.jp/tokubetsu_shien/index.html 

  １．はい  ２．いいえ 

 

Ｑ１６ 国立大学法人筑波技術大学が事務局となり、「日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワ

ーク（PEPNet-Japan）」が立ち上げられ、大学等における聴覚障がい学生支援体制の確立

や全国的な支援ネットワークの形成を目指していますが、ご存知でしたか？

http://www.tsukuba-tech.ac.jp/ce/xoops/ 

  １．はい  ２．いいえ 

 

 

 

                        ＜ご協力ありがとうございました＞ 
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２００８年１１月 

 

同志社大学における講義保障体験（授業体験）の申し出について（ご案内） 

 

 今回の試みは、本学の調査研究のテーマである『障害のある生徒の大学での講義保障体

験の有無による進学意欲の影響に関する比較調査』を行ううえでベースとなるものです。 

お申し出は、現在、聴覚障害のある生徒が在籍している場合を原則としますが、今後の貴

校における受入れを想定されるケースも可とします。 

本学（大学）における障がい学生支援の「講義保障」に関する取組みをじかに体験でき

る貴重な機会となることと確信いたしております。 

 つきましては、下記により実施いたしますので、積極的なお申し出をお願いする次第で

す。 

  

記 

 

■実施対象日： １２月 

月 火 水 木 金 

  ３ ４ ５ 

８ ９ １０ １１ １２ 

１５ １６ １７ １８ １９ 

 

２２  ２４   

 

■実施講時：  １講時（9:00～10:30）、 2 講時（10:45～12:15） 

        ３講時（13:15～14:45）、 4 講時（15:00～16:30）のいずれか 

 

■対象科目： 

・原則として、通常、進学希望学部の１，２年次生が履修する基礎・教養科目とします。

（但し、語学、実験・実習、体育実技科目は除きます） 

・科目は、希望の来校日および講時をもとに、相談のうえ決定します。 

 

■実施校地： 

  京田辺校地（京都府京田辺市）を原則としますが、希望により今出川校地（京都市上

京区）でも対応いたします。 

 

■講義保障手段： ＰＣ通訳、ノートテイク、手話通訳のいずれかとします。 

（参考）ＰＣ通訳（パソコン通訳とも言い、障がい学生の両脇に学生サポートスタッフを

配置し、講義内容を２台のパソコンで連携入力のうえ、パソコン画面に表示しま

す。） 

    ノートテイク（障がい学生の両脇のサポートスタッフが、交互に講義内容を紙に

書き取ります。） 

 

■参加対象者： 

  聴覚障害のある生徒（１～３年生のいずれでも可）、その父母または進路指導教員とし、

左記３者のいずれかまたはその重複を可とします。 

＜裏面へ＞ 
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■当日の予定： 

  講義開始の３０分前には来校いただき、簡単な打合せの後、授業に参加いただき、終

了後、３０分程度ご感想などをヒアリングいたします。また、お申し出により３０分程

度のキャンパスツアーを実施します。 

 

■実施予定数：  先着２０名（組）を予定しています。           

 

■申出方法：   

進路指導教員または父母より、下記担当者に電話で直接お申し出くださるようお願い

いたします。 

 

 

 

 

＜本講義保障体験に関するお問合せ先＞ 

  同志社大学 学生支援センター 

京田辺校地学生支援課 障がい学生支援室 担当：長澤または小林 

     ＴＥＬ： ０７７４－６５－７４１１ 

     ＦＡＸ： ０７７４－６５－７０２４ 

     E-mail： jt-care@mail.doshisha.ac.jp 
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